
日本の電源別発電実績と計画

■ 原子力　　■ 石炭　　　■ 液化天然ガス　■ 石油　
■ 水力　　　■ 太陽光　　■ 風力　　　　　■ 他再エネ
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海外の脱炭素政策から
日本が学ぶべきこと

　日本ほか、米、英、カナダ、ＥＵ、韓国など主要国は、2050 年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにするカーボンニュートラルを目指すことを宣言しました。地球温暖化の原因である温

室効果ガスは、私たちの日常的な経済活動・日常生活に伴い排出されています。こうしたことから、政

府はカーボンニュートラルの実現に向けて、誰もが無関係ではなく、あらゆる主体が取り組む必要がある

と呼びかけています。

　しかし、脱炭素政策を進めていく上で、日本の社会、経済情勢は、少子高齢化が急速に進むととも

に経済が低迷するなど他の主要国と大きく異なっています。我が国に比べて先行しているとも言われる海

外の脱炭素政策から、日本は何を学ばなければいけないのでしょうか。山本隆三氏が徹底分析します。

2
0
2
1
年
11
月
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議（
C
O
P
26
）で
は
、
パ
リ
協
定
で
目
標

と
さ
れ
た「
気
温
上
昇
を
2
℃
、
可
能
な
ら
ば
1
・
5
℃
に
抑
制
す
る
」が

強
化
さ
れ
実
質
的
に
1
・
5
℃
が
新
た
な
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

2
0
3
0
年
に
10
年
比
温
室
効
果
ガ
ス
を
世
界
ベ
ー
ス
で
45
％
削
減
す
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
日
本
は
13
年
比
46
％
削
減
を
30
年
目
標
と
し

て
い
る
が
、
世
界
全
体
で
45
％
と
な
れ
ば
、
先
進
国
は
さ
ら
に
高
い
目
標

達
成
が
要
求
さ
れ
る
可
能
性
も
高
く
、
2
0
2
2
年
6
月
に
ド
イ
ツ
で
開

催
さ
れ
る
先
進
7
カ
国
首
脳
会
議（
Ｇ
7
）の
席
上
で
、
温
暖
化
対
策
に

熱
心
な
欧
州
諸
国
か
ら
目
標
引
き
上
げ
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

30
年
目
標
に
加
え
、
米
、
英
、
カ
ナ
ダ
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）、
日
本
、

韓
国
な
ど
主
要
国
は
、
50
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
脱
炭
素
を
宣
言
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
の
社
会
、
経
済
情
勢

は
、
他
の
主
要
国
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は
急

速
な
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
お
り
、
社
会
を
不
透
明
感
が
取
り

巻
く
中
で
、
企
業
が
研
究
開
発
、
設
備
投
資
を
絞
り
、
個
人
は
消
費
を

抑
制
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
だ
。
韓
国
も

日
本
以
上
の
少
子
化
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
人
口
は
増
え
て
お
り

30
年
頃
か
ら
人
口
減
が
始
ま
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
に
は
北
朝

鮮
併
合
と
い
う
人
口
を
維
持
す
る
最
終
的
手
段
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
経
済
が
低
迷
す
る
日
本
は
、
他
の
主

要
国
と
同
様
の
脱
炭
素
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
。
日
本
は
ド
イ
ツ
な
ど
と
同
じ
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）主
力
電
源
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
再
エ
ネ
が
増
加
す
れ

ば
、
経
済
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
供
給
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
再
エ
ネ
導
入
に
お
い
て
先
行
し
た
欧
州
主
要
国
、

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
さ
ら
に
、
脱
炭
素

に
よ
る「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
」が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
脱
炭
素
戦
略
を
実
行
す
れ
ば
、
地
域
に
恩
恵
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
と
予
想
さ
れ
る
東
北
地
方
の
地
域
活

性
化
、
少
子
化
抑
制
に
つ
な
が
る
戦
略
を
考
え
て
み
た
い
。昨

年
策
定
さ

れ
た
第
6
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
30

年
度
の
再
エ
ネ

に
よ
る
発
電
量

の
比
率
を
36
％

か
ら
38
％
と
し

て
い
る【
図
1
】。

19
年
度
の
再
エ

ネ
比
率
19
％
を

倍
増
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
が
、

水
力
発
電
所
の

再
エ
ネ
主
力
電
源
化
が
も
た
ら
す

再
エ
ネ
主
力
電
源
化
が
も
た
ら
す

電
気
料
金
上
昇

電
気
料
金
上
昇



カリフォルニア州電源別発電推移

■ 石油コークス
■ 天然ガス
■ 石油
■ 石炭
■ 原子力
■ 廃棄物　
■ 太陽熱
■ 太陽光
■ 風力
■ バイオマス
■ 地熱
■ 水力
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開
発
余
地
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
太
陽
光
、
風
力
発
電
設

備
を
大
き
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
は
今

の
約
2
倍
、
風
力
は
5
倍
以
上
だ
。
再
エ
ネ
設
備
を
設
置
す
る
場
所

の
問
題
が
解
決
す
る
と
し
て
も
、
発
電
コ
ス
ト
の
上
昇
は
免
れ
な
い

だ
ろ
う
。

温
暖
化
対
策
に
熱
心
な
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
C
O
2

排
出

量
が
相
対
的
に
多
い
石
炭
火
力
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
天
然
ガ
ス
火
力

ま
で
廃
止
を
進
め
、
風
力
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
水
力
発
電
を
含
む
再
エ
ネ
発
電
量
は
、
全
米
平
均
の

20
％
を
大
き
く
上
回
る
43
％
に
達
し
た【
図
2
】。
C
O
2

は
減
少
し
た

が
、
21
年
前
半
の
電
気
料
金
は
、
全
米
平
均
1
kWh
あ
た
り
10
・
96
セ

ン
ト
の
1
・
7
倍
18
・
77
セ
ン
ト
。
ハ
ワ
イ
州
と
ア
ラ
ス
カ
州
を
除

け
ば
、
米
国
で
電
気
料
金
が
最
も
高
い
州
だ
。

30
年
に
向
け
再
エ
ネ
主
力
電
源
化
を
進
め
れ
ば
、
日
本
で
も
同

様
の
事
態
に
な
る
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。
30
年
設
備
新
設
時
の

統
合
コ
ス
ト
ま
で
含
め
た
発
電
コ
ス
ト
は
、
太
陽
光
が
最
も
高
く

1
kWh
あ
た
り
18
・
9
円
だ【
図
3
】。
統
合
コ
ス
ト
は
、
電
気
を
安
定

的
に
需
要
家
に
届
け
る
費
用
な
の
で
必
ず
発
生
す
る
。
こ
の
費
用

を
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
本
当
の
コ
ス
ト
は
分
か
ら
な
い
。

政
府
が
力
を
入
れ
て
い
る
洋
上
風
力
の
コ
ス
ト
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
21
年
度
の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）で
の
価
格
は
、

着
床
式
32
円
＋
税
、
浮
体
式
36
円
＋
税
だ
。
洋
上
風
力
設
備
の
価

格
は
下
が
っ
て
お
ら
ず
、
最
近
で
は
上
昇
し
て
い
る
。
30
年
に
向

け
て
コ
ス
ト
が
大
き
く
下
が
る
余
地
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か

も
、
コ
ス
ト
が
高
い
浮
体
式
の
設
置
が
主
に
な
る
見
込
み
だ
。

再
エ
ネ
導
入
が
引
き
起
こ
し
た

再
エ
ネ
導
入
が
引
き
起
こ
し
た

電
力
供
給
不
安

電
力
供
給
不
安

欧
州
で
も
再
エ
ネ
が
電
気
料
金
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
事
情
は
変

わ
ら
な
い
。
い
ま
、
E
U
27
カ
国
で
、
家
庭
用
電
気
料
金
が
最
も

高
い
の
は
、
F
I
T
に
よ
り
再
エ
ネ
導
入
を
進
め
た
ド
イ
ツ
、
次

い
で
風
力
発
電
量
が
約
半
分
の
デ
ン
マ
ー
ク
だ
。
ド
イ
ツ
の
21
年

前
半
の
家
庭
用
料
金
は
1
kWh
あ
た
り
約
32
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
。
40
円

を
超
え
て
お
り
、
日
本
の
家
庭
用
電
気
料
金
を
大
き
く
上
回
る
。

ド
イ
ツ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
電
気
料
金
上
昇
を
避
け
る
た
め
、

F
I
T
の
一
部
を
税
金
で
の
負
担
に
し
た
が
、
22
年
は
約
半
分
税

負
担
と
し
、
23
年
1
月
か
ら
F
I
T
の
廃
止
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
22
年
末
の
脱
原
発
に
よ
る
電
気
料
金
上
昇
を
防
ぐ
た
め
だ
ろ

う
。
結
局
、
再
エ
ネ
導
入
を
税
金
で
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
再
エ

ネ
導
入
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
電
気
料
金
上
昇
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
停
電
ま
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
98
年
に
電
力
市
場
を
自
由
化
し
た
が
、

新
規
参
入
し
た
供
給
事
業
者
が
電
気
の
卸
価
格
上
昇
を
狙
い
意
図

的
に
電
力
供
給
量
を
絞
り
、
結
果
大
規
模
停
電
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
。
自
由
化
は
中
断
さ
れ
、
い
ま
大
口
需
要
家
を
除
き
市

場
は
規
制
さ
れ
て
い
る
。
規
制
当
局
、
州
公
共
事
業
委
員
会
は
、

温
暖
化
対
策
を
進
め
る
た
め
電
力
会
社
に
対
し
天
然
ガ
ス
火
力
を

廃
止
し
、
大
型
蓄
電
池
に
置
き
換
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
電
力

会
社
は
再
エ
ネ
導
入
に
よ
り
利
用
率
が
低
下
し
採
算
が
悪
化
し
た

天
然
ガ
ス
火
力
の
廃
止
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
停
電
し
た
。

20
年
8
月
米
国
西
部
は
熱
波
に
襲
わ
れ
た
。
デ
ス
バ
レ
ー
で
は
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摂
氏
54
・
4
℃
を
記
録
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
日
本
の
よ
う
に
蒸
し
暑

く
な
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
日
没
に
な
れ
ば
エ
ア
コ
ン
の
使
用

は
通
常
減
少
す
る
が
、
あ
ま
り
の
熱
波
の
た
め
日
没
後
も
エ
ア
コ
ン

の
使
用
は
減
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
日
没
に
な
れ
ば
太
陽
光
か
ら
の

発
電
量
は
な
く
な
る
。
8
月
15
日
、
日
没
と
同
時
に
州
内
の
一
部
地

区
を
停
電
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ
た
。
発
電
量
が
足
り
な
く

な
っ
た
の
だ
。
こ
の
停
電
後
、
公
共
事
業
委
員
会
は
一
転
、
電
力
会

社
に
天
然
ガ
ス
火
力
の
廃
止
延
期
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

再
エ
ネ
主
力
電
源
化
に
よ
る
供
給
不
安
と
電
気
料
金
上
昇
は
、

昨
年
欧
州
で
も
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
昨
年
前
半
、
欧
州
で
は
20
年

ぶ
り
に
風
が
吹
か
な
か
っ
た
。
一
方
、
電
力
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
を
受
け
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
多
く
の
国
で
は
天
然

ガ
ス
火
力
の
稼
働
率
を
上
げ
供
給
量
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
然
ガ
ス
需
要
量
は
増
加
し
た
が
、
Ｅ
Ｕ
の
天
然
ガ
ス
需
要
量
の

4
割
以
上
を
供
給
し
て
い
る
ロ
シ
ア
は
供
給
量
を
増
や
さ
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
液
化
天
然
ガ
ス（
L
N
G
）を
供
給
し
て
い
る
米
国

で
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
少
し
た
ま
ま
で
、

欧
州
向
け
輸
出
数
量
も
減
少
し
た
。

そ
の
結
果
、
天
然
ガ
ス
価
格
は
前
年
の
底
値
か
ら
約
20
倍
に
高
騰

し【
図
4
】、
多
く
の
国
が
電
気
料
金
抑
制
の
た
め
補
助
金
支
出
、
税

免
除
措
置
を
取
っ
た
。
さ
ら
に
、
石
炭
火
力
発
電
設
備
を
持
つ
英

国
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
天
然
ガ
ス
火
力
の
利
用
も
抑
制
し
、
代
わ

り
に
石
炭
火
力
を
利
用
し
発
電
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
を
進
め
れ
ば
天
候
次
第
で
は
発
電
量
が

不
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
に
利
用
可
能
な
発
電
設
備
が
な

再
エ
ネ
に
よ
る

再
エ
ネ
に
よ
る

環
境
と
経
済
の
好
循
環
は
あ
る
の
か

環
境
と
経
済
の
好
循
環
は
あ
る
の
か

け
れ
ば
停
電
す
る
し
、
停
電
を
免
れ
て
も
電
気
料
金
上
昇
、
C
O
2

排
出
量
増
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。
安
定
供
給
に
は
電
源
の
多
様
化
が

必
要
だ
が
、
再
エ
ネ
主
力
化
は
電
源
の
多
様
化
と
は
逆
行
す
る
政
策

な
の
で
、
発
電
量
が
天
候
次
第
の
再
エ
ネ
電
源
導
入
が
不
安
定
化
を

も
た
ら
す
の
は
当
然
の
帰
結
と
も
言
え
る
。
脱
炭
素
を
再
エ
ネ
だ
け

で
行
う
の
は
難
し
く
、
原
子
力
の
活
用
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
再
エ
ネ
導
入
に
よ
り
、
経
済
は
活
性
化
し
、
地
域
へ
の

恩
恵
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

12
年
の
F
I
T
政
策
開
始
前
、
再
エ
ネ
電
源
導
入
に
よ
り
日
本
で

産
業
が
育
成
さ
れ
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
の
主
張
が
聞
か
れ
た
。
10
年

の
民
主
党
政
権
の
成
長
戦
略
に
も「
世
界
一
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

国
を
目
指
す
」と
謳
わ
れ
て
い
た
。
特
に
2
0
0
0
年
代
、
日
本
企

業
が
世
界
の
中
で
上
位
を
占
め
て
い
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
に
期
待

す
る
声
が
高
か
っ
た
。
私
が
出
演
し
た
N
H
K
テ
レ
ビ
の
討
論
番
組

で
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
を
担
う
の
は
中
国
企
業
に
な
る
と
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
大
学
に
ま
で
抗
議
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
ほ
ど
、
多
く

の
国
民
は
期
待
し
て
い
た
。

い
ま
、
日
本
で
導
入
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
約
9
割
は
輸
入

品
。
輸
出
国
の
主
体
は
中
国
だ
。
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
よ
り

潤
っ
た
の
は
、
投
資
を
行
っ
た
再
エ
ネ
発
電
企
業
と
パ
ネ
ル
を
製
造

し
た
中
国
企
業
だ
。
パ
ネ
ル
設
置
の
地
元
が
受
け
た
恩
恵
は
パ
ネ
ル

設
置
の
雇
用
だ
け
だ
っ
た
。
完
成
し
て
し
ま
え
ば
、
太
陽
光
も
風
力

発
電
設
備
も
働
い
て
い
る
人
を
見
る
こ
と
は
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
が
あ

れ
ば
遠
隔
地
で
も
監
視
可
能
だ
。

今
後
導
入
が
進
む
洋
上
風
力
発
電
設
備
で
は
地
元
に
雇
用
が
生

じ
、
新
規
事
業
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
世
界
の
風
力
発
電

設
備
の
約
6
割
は
中
国
製
だ
。
残
り
は
欧
州
と
米
国
企
業【
図
5
】。



　　1011　　ひろば　511 号

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
発
電

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
発
電

か
つ
て
製
造
を
行
っ
て
い
た
日
本
企
業
は
す
べ
て
撤
退
し
た
。
国
際

競
争
に
勝
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
に
お
い
て
洋
上
風
力

発
電
設
備
導
入
が
始
ま
っ
て
も
、
日
本
企
業
が
設
備
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
習
熟
曲
線
に

よ
り
製
造
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
い
る
中
国
、
欧
米
企
業
と
競
争
で

き
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
投
資
家
が
設
備
を
選
択
す
る
基

準
は
企
業
の
国
籍
に
は
な
く
、
製
品
の
競
争
力
に
あ
る
こ
と
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
経
験
し
た
。

工
事
が
複
雑
な
浮
体
式
発
電
設
備
の
設
置
を
担
う
主
体
は
、
都

市
部
に
本
社
を
置
く
建
設
会
社
に
な
り
地
元
企
業
は
下
請
け
に
な

る
可
能
性
が
高
い
。
設
置
が
終
わ
れ
ば
雇
用
が
な
く
な
る
こ
と
も

太
陽
光
発
電
設
備
で
経
験
済
み
だ
。
洋
上
風
力
発
電
設
備
を
設
置

し
て
も
地
元
に
は
雇
用
も
お
金
も
落
ち
な
い
。
F
I
T
制
度
の
下

保
証
さ
れ
た
買
取
価
格
で
潤
う
の
は
、
投
資
家
だ
け
だ
。
地
元
は

上
昇
す
る
電
気
料
金
の
負
担
だ
け
行
う
こ
と
に
な
る
。

再
エ
ネ
の
地
産
地
消
は
、
地
元
に
あ
る
間
伐
材
な
ど
を
利
用
す

る
バ
イ
オ
マ
ス（
生
物
資
源
）以
外
で
は
、
地
元
に
投
資
家
が
い
な

い
限
り
地
元
に
恩
恵
が
あ
る
形
で
は
成
立
し
な
い
。
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
が
つ
く
り
出
す
雇
用
も
主
と
し
て
林
業
で
あ
り
、
大
き
な
も
の

で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
供
給
で
地
域
創
生
を
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
雇
用
も
お
金
も
生
ま
な
い
再
エ
ネ
は
適
切
で
は
な
い
。

大
切
な
の
は
、
雇
用
を
生
む
付
加
価
値
額
が
高
い
産
業
を
地
元
で

つ
く
り
出
す
こ
と
だ
。
そ
ん
な
産
業
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
素
利
用
が
広
が
る
分
野

水
素
利
用
が
広
が
る
分
野

い
ま
、
日
本
は
原
油
、
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
の
輸
入
に
年
間
約

20
兆
円
を
使
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
を
進
め
れ
ば
、
こ
の
輸
入
代
金
は

不
要
に
な
る
が
、
代
わ
り
に
再
エ
ネ
設
備
の
輸
入
が
必
要
に
な
る
。

さ
ら
に
、
必
要
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
水
素
だ
。
脱
炭
素
は
電
源
の

非
炭
素
化
、
再
エ
ネ
と
原
子
力
主
体
、
を
前
提
に
電
気
を
利
用
で
き

る
も
の
は
電
気
に
切
り
替
え
る
。
例
え
ば
、
自
動
車
だ
。
電
気
自
動

車
が
主
体
に
な
れ
ば
、
内
燃
機
関
が
排
出
し
て
い
た
C
O
2

は
な
く

な
る
。

た
だ
、
高
炉
製
鉄
の
よ
う
に
電
気
の
利
用
が
難
し
い
も
の
も
あ

る
。
鉄
鉱
石
を
石
炭
コ
ー
ク
ス
で
還
元
し
粗
鋼
を
生
産
す
る
高
炉
製

鉄
を
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
電
気
炉
で
溶
融
す
る
電
炉
製
鉄
に
置
き
換
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
高
炉
製
鉄
で
し
か
製
造
で
き
な
い
製
品
が
あ
る

か
ら
だ
。
脱
炭
素
の
中
で
高
炉
製
鉄
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
石
炭

コ
ー
ク
ス
に
代
わ
り
水
素
を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
C
O
2

に
代
わ

り
水
し
か
排
出
さ
れ
な
く
な
る
。

水
素
は
天
然
ガ
ス
あ
る
い
は
石
炭
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る
。
世
界

で
は
年
間
7
0
0
0
万
ト
ン
の
水
素
が
製
造
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
年
間

排
出
量
よ
り
も
多
い
約
7
億
ト
ン
の
C
O
2
が
排
出
さ
れ
る
。
脱
炭

素
社
会
で
利
用
す
る
水
素
を
化
石
燃
料
か
ら
製
造
す
る
場
合
に
は
、

製
造
時
に
排
出
さ
れ
る
C
O
2
を
捕
捉
し
貯
留
す
る
必
要
が
あ
る
。
い

ま
日
本
企
業
は
豪
州
の
褐か

っ
た
ん炭

か
ら
水
素
を
製
造
し
、
日
本
に
輸
送
す

る
試
行
事
業
を
進
め
て
い
る
。
排
出
さ
れ
る
C
O
2
は
捕
捉
さ
れ
る
。

豪
州
の
褐
炭
は
発
電
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
発
電
を
止
め
す
べ
て

水
素
製
造
に
利
用
し
た
と
し
て
も
年
間
の
製
造
量
は
数
十
万
ト
ン
だ
。

一
方
、
日
本
の
高
炉
製
鉄
だ
け
で
も
必
要
な
水
素
の
量
は
、
年
数

百
万
ト
ン
に
な
る
。
豪
州
か
ら
の
水
素
で
は
ま
っ
た
く
足
ら
な
い
。

水
素
を
輸
送
す
る
コ
ス
ト
も
必
要
に
な
る
。
欧
州
主
要
国
、
米
国

も
水
素
社
会
を
想
定
し
水
素
製
造
に
乗
り
出
し
て
き
た
が
、
主
体

は
水
の
電
気
分
解（
電
解
）だ
。
む
ろ
ん
利
用
す
る
電
源
は
再
エ
ネ

か
原
子
力
に
な
る
。

米
国
政
府
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
原
子
力
発

電
設
備
の
隣
接
地
に
電
解
設
備
を
設
置
す
る
事
業
に
補
助
金
支
出

を
決
め
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
30
年
に
1
0
0
0
万
ト
ン
の
水
素
を

主
と
し
て
再
エ
ネ
電
源
を
利
用
し
製
造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
内
だ
け
で
な
く
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
に
も
太
陽

光
、
風
力
発
電
設
備
を
設
置
し
、
ど
こ
か
の
再
エ
ネ
電
源
が
常
に

発
電
す
る
こ
と
で
電
解
設
備
の
稼
働
率
を
維
持
す
る
狙
い
だ
。
さ

ら
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
原
子
力
発
電
を
利
用
す
る
大
規
模
電
解

設
備
を
2
カ
所
設
置
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。

化
石
燃
料
の
購
入
代
金
の
か
な
り
が
水
素
購
入
に
回
る
可
能
性

が
高
く
、
大
き
な
産
業
規
模
に
な
る
。
水
素
利
用
は
、
輸
送
部
門

で
も
広
が
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

高
炉
製
鉄
、
化
学
会
社
な
ど
は
、
化
石
燃
料
に
代
わ
り
水
素
を

必
要
と
す
る
が
、
輸
送
部
門
で
も
水
素
が
必
要
と
さ
れ
る
。
乗
用

車
の
電
動
化
が
進
む
が
、
長
距
離
バ
ス
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
航
続

距
離
を
支
え
る
蓄
電
池
が
大
型
化
す
る
こ
と
か
ら
、
電
動
化
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
長
距
離
走
行
の
自
動
車
は
水
素
を
利
用
す
る
燃

料
電
池
の
利
用
が
主
体
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
欧
州
委
員
会
は

30
年
に
販
売
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
内
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
17
％
が
水
素
利

用
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

自
動
車
ば
か
り
で
な
く
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
よ
り
電
化
が
難
し

く
、
ま
た
運
行
頻
度
の
面
か
ら
も
大
き
な
投
資
を
伴
う
電
化
が
困
難

な
路
線
を
抱
え
る
鉄
道
で
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
列
車
に
代
わ
り
燃
料
電

池
列
車
が
主
体
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
、
ド
イ
ツ
で
は
実
用

化
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
も
実
用
化
す
る
計
画
だ
。
大

量
の
電
池
の
搭
載
が
難
し
い
航
空
機
で
は
、
水
素
と
大
気
中
か
ら
吸

収
す
る
C
O
2

か
ら
製
造
す
る
合
成
燃
料
の
使
用
が
主
体
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
船
舶
の
水
素
利
用
も
実
用
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

輸
送
部
門
で
の
水
素
利
用
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
も
必
要
と
さ
れ

る
。
長
距
離
自
動
車
の
水
素
利
用
を
支
え
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
で
は
30

年
に
少
な
く
と
も
1
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
１
カ
所
の
水
素
充
填

所
が
設
置
さ
れ
る
計
画
だ
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
共
同
創
業
者
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
は
各
空
港
に
合
成
燃
料
製
造
基
地
の
設
置
が
必
要

に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

水
素
を
輸
送
す
る
に
は
零
下
2
5
3
℃
で
の
液
化
が
必
要
に
な

る
。
輸
送
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
水
素
を
必
要
と
す
る
場
所
に
お
い

て
水
の
電
解
に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
現
実
的
だ
。
製
造
の
た
め
の

電
気
は
非
炭
素
電
源
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
広
範
囲

に
再
エ
ネ
電
源
を
設
置
し
、
電
解
装
置
が
利
用
す
る
電
気
を
常
に
供
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山や
ま
も
と本 

隆り
ゅ
う
ぞ
う三

常
葉
大
学
名
誉
教
授

香
川
県
生
ま
れ
。

京
都
大
学
卒
、
住
友
商
事
入
社
。
石
炭
部
副
部
長
、
地
球
環
境
部
長
な
ど
を
経
て
、
2
0
0
8

年
、
プ
ー
ル
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
に
。
2
0
1
0
年
4
月
常
葉
大
学
経
営
学
部
教
授
。

2
0
2
1
年
4
月
か
ら
現
職
。
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所「
環
境
問
題
と
経
済
・
財
政
の

対
応
に
関
す
る
研
究
会
」、
産
業
技
術
総
合
研
究
所「
ベ
ン
チ
ャ
ー
評
価
委
員
会
」、
経
済
産
業
省

「
産
業
構
造
審
議
会
環
境
部
会 

地
球
環
境
小
委
員
会 

政
策
手
法
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」委
員

な
ど
を
歴
任
、
現
在
、
経
済
産
業
省「
国
際
貢
献
定
量
化
及
び
J
C
M
実
証
可
能
性
調
査
選
定

委
員
会
」、「
国
内
C
E
F
I
A
検
討
委
員
会
」委
員
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構「
民
間
主
導
に
よ
る
低
炭
素
技
術
普
及
促
進
事
業
／
低
炭
素
技
術
に
よ

る
市
場
創
出
促
進
事
業（
実
証
前
調
査
）」審
査
委
員
、
21
世
紀
政
策
研
究
所「
気
候
変
動
問
題

に
関
す
る
研
究
会
」委
員
、
日
本
商
工
会
議
所
及
び
東
京
商
工
会
議
所「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
委

員
会
」学
識
委
員
、
N
P
0
法
人
国
際
環
境
経
済
研
究
所
副
理
事
長
兼
所
長
な
ど
を
つ
と
め
て

い
る
。

月
刊
誌『
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ビ
ュ
ー
』、『W

edge/Infinity

』、
旬
間 

『
Ｅ
Ｐ
レ
ポ
ー
ト
』、『
フ
ジ
サ
ン

ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
』紙
で
の
連
載
、 

ま
た
報
道
番
組
、 

書
籍
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政

策
に
関
す
る
言
論
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
著
書
は『
企
業
の
意
思
決
定
の
た
め
の
や
さ

し
い
数
学
』（
講
談
社
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
新
書
）、『
温
暖
化
対
策
と
経
済
成
長
の
制
度
設
計
』（
共

著
、
頸
草
書
房
）、「
経
済
学
は
温
暖
化
を
解
決
で
き
る
か
』（
平
凡
社
新
書
）、「
夢
で
語
る
な
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』 （
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
）、『
脱
原
発
は
可
能
か
』 （
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
新

書
）「
い
ま「
原
発
」 「
復
興
」 

と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か
」（
共
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、「
激
論

&
直
言
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
共
著
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

“
E

nvironm
ental P

olicies
in A

sian 
C

ountries” 

（
共
著
、W

orld S
cientific

社
）「
電
力
不
足
が
招
く
成
長
の
限
界
」（
エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
）な
ど
。

水
素
製
造
で
地
域
創
生
を

水
素
製
造
で
地
域
創
生
を

給
す
る
こ
と
は
、
国
土
に
制
限
が
あ
る
日
本
で
は
難
し
い
。
現
実
的

な
方
法
は
、
常
に
発
電
が
可
能
な
原
子
力
の
電
気
を
利
用
す
る
こ
と

だ
。
た
だ
、
水
素
が
必
要
と
さ
れ
る
地
域
す
べ
て
に
原
子
力
発
電
所

が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
電
解
装
置
に
電
気
を
供
給
す
る

小
型
の
原
子
炉
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉（
S
M
R
）の
設
置
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

S
M
R
の
実
用
化
は
、
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
ロ
シ

ア
な
ど
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
米
国
で
商
業
化
さ
れ
る
S
M
R
１

号
機
は
ニ
ュ
ー
ス
ケ
ー
ル
社
の
設
備
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
29

年
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
計
画
だ
。S
M
R
は
工
場
で
設
備
を
製
造
し
、

現
地
で
組
み
立
て
る
も
の
で
、
一
つ
の
炉
の
大
き
さ
は
30
万
kW
ま
で

と
さ
れ
て
い
る
が
、
英
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
社
製
の
よ
う
に
こ
れ
よ
り

少
し
大
き
い
も
の
も
あ
る
。
特
徴
は
製
造
コ
ス
ト
が
安
く
、
設
置
期

間
が
短
い
こ
と
、
さ
ら
に
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

ニ
ュ
ー
ス
ケ
ー
ル
社
の
S
M
R
【
図
6
】の
コ
ス
ト
は
7
万
7
0
0
0
kW

の
炉
を
12
基
設
置
し
、
ほ
ぼ
1
0
0
万
kW
に
し
て
も
3
0
0
0
億

円
以
下
。
工
期
は
3
年
と
さ
れ
て
い
る
。
電
源
喪
失
時
も
30
日
間

冷
却
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
が
手
掛
け
て
い
る
新

型
炉
で
は
自
然
対
流
に
よ
り
冷
却
が
行
わ
れ
る
の
で
、
過
酷
事
故

に
至
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
さ
れ
る
。

日
本
企
業
も
ニ
ュ
ー
ス
ケ
ー
ル
社
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
、
技

術
導
入
を
行
い
日
本
で
製
造
し
、
電
解
装
置
と
合
わ
せ
各
地
域
に

設
置
す
る
と
、
付
加
価
値
額
の
高
い
雇
用
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
化
石
燃
料
消
費
減
に
よ
り
石
油
精
製
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
失
わ
れ
る
雇
用
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
補
う
雇
用
を

つ
く
り
出
す
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
輸
出
も
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
れ
ば
、
製
造
を
行
う
地
域
に
は
さ
ら
に
恩
恵
が
あ
る
。

こ
の
た
め
の
投
資
を
地
域
一
丸
と
な
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

中
心
と
な
る
の
は
地
域
の
電
力
会
社
と
金
融
機
関
を
は
じ
め
と
し
た

地
元
企
業
だ
。
大
き
な
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
企
業
は

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
地
域
の
中
心
と
な
り
投
資
を
行
う

べ
き
電
力
会
社
が
投
資
の
た
め
の
体
力
を
落
と
し
て
き
て
い
る
。

原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、

地
域
の
電
力
会
社
が
発
電
設
備
へ
の
新
規
投
資
を
行
う
力
を
失
っ
て

き
た
こ
と
だ
。
ま
ず
、
脱
炭
素
に
は
必
ず
必
要
と
さ
れ
る
既
存
原
子

力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
、
地
域
に
競
争
力
の
あ
る
電
気
料
金
を

提
供
す
る
傍
ら
、
電
力
会
社
が
新
規
事
業
、
投
資
に
取
り
組
む
体
力

を
つ
け
る
こ
と
が
先
決
だ
。
そ
の
上
で
Ｓ
Ｍ
Ｒ
と
電
解
設
備
の
設
置

を
輸
送
拠
点
、
工
業
地
帯
な
ど
で
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

大
き
な
雇
用
を
つ
く
り
出
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
高
付
加
価
値

を
生
む
事
業
は
限
ら
れ
て
い
る
。
脱
炭
素
に
向
か
う
な
か
で
考
え
る

べ
き
地
産
地
消
事
業
は
、
水
素
製
造
だ
ろ
う
。
地
域
で
雇
用
が
増

え
、
高
付
加
価
値
の
事
業
が
育
て
ば
、
少
子
化
も
止
ま
る
可
能
性
が

高
い
。
地
域
創
生
を
行
う
投
資
の
た
め
地
元
企
業
は
体
力
を
つ
け
る

戦
略
を
ま
ず
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
脱
炭
素
に
残
さ
れ
て
い
る

時
間
は
多
く
な
い
。


